
 
我妻総合会計事務所 

ビジネスプラン作成の手順 
 
 

以下にビジネスプラン作成の手順の考え方を示したいと思います。ビジネスプランの記載内

容の詳細については、ビジネスプラン本に記載されていますので、ここでは割愛させていただ

きます。 

ビジネスプラン作成の手順のイメージ
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1. まずビジネスアイデアを多数考えます。この段階で、経営理念とビジネスの概念的フレ

ームワークを創出します。全く新しいビジネスを起こすなら自由に考えれば良いですし、

関連事業であれば関連事業の枠組みの中で考えましょう。自分は起業によって何を実

現したいのか、自分は何に情熱を感じているのか整理しておいた方が良いでしょう。 

2. 次にビジネスアイデアを、情報収集と試行錯誤を重ねた上で、ビジネスモデル化します。

この段階で具体的なビジネスの仕組みを文書化します。特にマーケティング部分（市場

分析・競合分析・競争戦略など）が重要です。また技術が重要な場合は、差別化の内容

と技術力（実現可能なことの証明）などについて、専門外の人でも理解できるように明快

に記載しましょう。ビジネスモデル化の過程で、有望でないと思われるビジネスアイデア

が出てくるでしょう。 
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3. 次にビジネスモデルを、情報収集と試行錯誤を重ねた上で、ビジネスプラン化します。ビ

ジネスモデルとビジネスプランの差は、主としてアクションプランの有無にあります。アク

ションプランは、具体的にだれがいつ何をするのかが記載された、戦略的戦術的に統合

された時系列プランのことです。この段階でアクションプランを作成できないビジネスモデ

ルが出てくるでしょう。 

4. ３．で作成したビジネスプランを、情報収集と試行錯誤を重ねた上で修正します。最初に

作成したビジネスプランには問題点があるはずです。その問題点を克服したビジネスプ

ランをこの段階で作成します。また資本政策や会計数値部分を作成します。この段階で

問題点を克服できないビジネスプランが出てくるでしょう。 

5. 最後に残ったビジネスプランを比較検討し、最も良いと考えられるビジネスプランを選択

します。 

 

以上のような手順を踏むことで、自分で自分のビジネスプランを客観的に評価できるように

なります。ビジネスプランの作成には、柔軟な頭・ビジネスモデル構築能力・情報収集能力・客

観的評価能力が必要です。事実把握→問題点抽出→仮説→検証→ビジネスプラン化を何度

も繰り返す必要があります。 

また、ビジネスの成功には経験・人脈・情熱・運なども必要です。ビジネスプランを見ても成

功するかどうかはわかりません。しかし、失敗するかどうかはわかります。ビジネスプランはビ

ジネス遂行上の指針であり、またベンチャーキャピタルから資金調達するためのものでもあり

ますが、それと同時に明らかな失敗を回避するためのものです。 

 

ビジネスプランの文書量の目安は、ベンチャーキャピタル提出用が３０枚から６０枚程度、内

部管理用が１００枚から２００枚程度、ビジネスプラン作成用基礎資料が５００枚から１万枚程

度です。内部管理用には、ベンチャーキャピタル提出用には含まれない詳細なアクションプラ

ン・システムの仕様書・設計書・検証中（不確定要素）の部分などが含まれます。 
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